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〔A類現代教育実践コース学校教育プログラム 対象〕

小論文 解答例
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問 小。中学校における長期欠席者のうち、不登佼児童生徒数は下図のような状況である。こうした状況についてのあなたの認識を示した上で、もしあなた

が小学校教諭で担任するクラスに不登校児童がいたら、どのように対応するか。1,2oo字以内御読点を含也い)で論じなさい。
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(醐 。文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課2023,路爺]4年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について』,6970頁より

(出題意図)

社会問題化する不登校児童牛徒の増加現象について、受験者がどのように捉え、どれほど深く考察できているか、また不登校児童生徒に対してどの

ような指導を想定できているかを問う出題である。

麟 のポイント)

自らの知識・経験に照らしつつ、教師としてできることを想定し、論理的に且つ明快に議論が展開できているかをみる。論点としては、以下の諸点

が挙げられよう。

・2022(令和 4)年段階で 10年連続の増加傾向を示し、過去最多となっている事実を認識し表明できているか。

・登校を所与とした不登校児童(生衛 の不利益ではなく、実態を踏まえた不登校児童(生衛 への支援策が展開できているか。

・独りでの支援や指導に拘泥せず、スクエルカウンセラーや地域ボランティアなどの学校を取り囲むステイク・ホルダーからの援助を含んだ、指導の

戦略イメージが描けているか。


